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1. はじめに
　ヒメザゼンソウ （Symplocarpus nipponicus Makino）
はサトイモ科ザゼンソウ属に属する植物である（大塚，
2002, 2004）。ザゼンソウ属には，日本に自生するザゼン
ソウ [S. renifolius Schott ex Tzvelev （syn. S. foetidus 
（L.） Nutt. var. latissimus （Makino））]，ナベクラザゼ
ンソウ （S. nabekuraensis Otsuka et K. Inoue），ヒメ
ザゼンソウに加えて，北アメリカの S. foetidus （L.） 
Ntt，ロシア極東の S. egorovii N. S. Pavlova & V. A. 
Nechaev の 5 種が現時点で知られている　（Lee et al., 














Inaba, 2014; Otsuka et al., 2002; Seymour et al., 2009）。
「ヒメ」とは「小さい」という意味であり，その名の通
り花序はザゼンソウに比べて小さい。葉は黄緑～緑色の
葉身をもち，長さが 10 ～ 30 cm ほどになるため薄暗い
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（B） 2015 年 8 月 16 日撮影。種子から発芽している。
（C） 2016 年 3 月 15 日撮影。本葉が展開しようとしている。
（D） 2016 年 4 月 4 日撮影。本葉が展開する。

















　生息地の状況を把握するため，2016 年 7 月 28 日に生
息地の一部において，Laser Technology 社の Impulse 






























































　生息環境をさらに調べるため，2017 年 6 月 9 日午後 4
時から 10 日午後 2 時にかけて，花粉媒介に関与する昆
虫類の存否を確認する目的で，ヒメザゼンソウに静止す
る昆虫類の目視調査を行なった。観察時間は 16 － 18 時，





























ないと考えられた（図 4：Takeda et al. 2018）。また各
集団内では，綾部と百井の遺伝的多様性が低く，環境変












会を開催した【光野公民館，第 1 回：2016 年 3 月 18 日
（金），第 2 回：2017 年 3 月 21 日（火），第 3 回：2018










埼玉県 絶滅危惧 I 類 絶滅危惧 IA 類（CR）
東京都 絶滅危惧 I 類 絶滅危惧 IA 類（CR）
山梨県 絶滅危惧 I 類 絶滅危惧 IA 類（CR）
愛知県 絶滅危惧 I 類 絶滅危惧 IB 類（EN）
三重県 絶滅危惧 I 類 絶滅危惧 IA 類（CR）
京都府 絶滅危惧 I 類 絶滅寸前種
茨城県 準絶滅危惧種 準絶滅危惧
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図 3　ヒメザゼンソウを訪れた虫たち。
（A） ザトウムシ目。（B） バッタ目カマドウマ科の 1 種。（C） カワトンボの 1 種。
（D–F） 甲虫目。（G） カワゲラ目。（H， I） ハチ目。（J） ツユムシ亜科の 1 種。
（K， L） ハエ目。
図 4．SSR マーカーを使った，京都府の綾部市光野・左京区花脊・左京区百井個体の無根系統樹
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